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l.は じ め に

ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語(Schweizerhochdeutsch)に は 、 あ る 実 体 が 存 在 し て い る こ と を

述 べ る 非 人 称 の 存 在 表 現 に 、 動 詞haben(E,have)を 用 い た 「θ5加f非 人 称 存 在 表 現 」 と

動 詞geben(E.give)を 用 い た 「θ5g伽 非 人 称 存 在 表 現 」 が あ る1。 本 稿 の 目 的 は 、 そ の 二

つ の 表 現 の 用 法 比 較 を 通 じ て 、 ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語 に お け る 非 人 称 存 在 表 現 の 諸 相 を 明

ら か に す る こ と に あ る 。

本 稿 で は 、第2節 で 、ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語 存 在 表 現 研 究 の 意 義 を 論 じ る 。第3節 で は 、

InstitutefUrDeutscheSprache(IDS),CorpusSearch,ManagementandAnalysisSystemH

(COSMASII)お よ びSchweizerTextKorpus(CHTK)の 用 例 を 抽 出 し 、各 存 在 表 現 の 副 詞

的 付 加 語 ・実 主 語 の 性 質 な ど に つ い て 検 討 す る 。 つ づ く 第4節 で は 、 ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ

語 に お け る85厩 と ε5g伽 の 使 い 分 け を 、 ア ン ケ ー ト調 査 を 中 心 に 考 察 す る 。 第5節 で

は 、 語 用 論 的 な 観 点 か ら 得 た 存 在 表 現 の 分 類 を 鑑 み つ つ 、 第3節 お よ び 第4節 の 考 察 結 果

に つ い て 議 論 し 、 ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語 と 周 辺 言 語(標 準 ドイ ツ 語 や フ ラ ン ス 語)の 用 例

を 照 ら し合 わ せ る こ と に よ っ て 、85厩 と ε5g伽 の 特 徴 を 模 索 す る 。

2.ス イ ス 式 標 準 ド イ ツ 語 存 在 表 現 研 究 の 意 義

標 準 ドイ ツ 語(Hochdeutsch/Standarddeutsch)で は 、 存 在 を 言 表 す る た め に 、sein動

詞 や 他 の 存 在 動 詞 を 使 っ た 表 現 だ け で な く 、gebenを 用 い た 非 人 称 存 在 表 現 θ5g伽+対

格 名 詞 句[acc.](E.itgivesacc.)が 多 用 さ れ る 。 そ れ に 対 し て 、 ドイ ツ 南 部 や ス イ ス の ドイ

ツ 語 圏 の 地 方 で は 、habenを 用 い た 表 現 θ5加f+[acc.](E.ithasacc.)も 広 く 散 見 さ れ る 。

た と え ば 、 次 の よ う な 用 例 で あ る 。

(1)"Wo漉 朋2",御gfθf訥 鰯45励 細 曲 耀 ・

wherethenasl〈.3SGIandlool〈edmearound

l1B81η1B励 肋
(ゾ 肋 歩 θ598顔98η4Pα7ゆ 励z811,5α9飽

near-thestationhave.3sGitenoughparking-lotssay.3sG-PsT

4θ7Po〃z15f槻4窃 θ51πff48γH朋4∫ πR∫c玩 槻9

thepolicemanandpoint.3sG-psTwiththehandindirection
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Bαんη5加κoη.

railway-station(CHTK)

(1)の 用 例 は 、 二 人 の 話 者 が 登 場 し 、 あ る 人 物 が 警 察 官 に 駐 車 場 の 場 所 を 尋 ね た 際 に 、 「駅

に は 十 分 な 駐 車 ス ペ ー ス が あ る 」 と い う警 察 官 の 返 答 で あ り 、 あ る 事 物 の 所 在 を 示 す 表 現

で あ る 。

(2)E5加fηo訥 伽 解θγ 〃θ1θPZ虎'zθ 声7磁5Eπ γ04勿 ηεγ π襯2ヱ.

ithave・3sGstillfreeplacesfortheEurodinneronthe21・

09.Wか 加 わ8η4fθR8gf5歩 γ∫8γ槻g砂fsfη 槻 わfsz祝用19.09η8γ1伽gθ γム

09.wehave-1PLtheregistration-deadlinenowtillto-the19.09.extended

一 方
、(2)は 、 チ ュ ー リ ヒ 大 学 の あ る サ ー ク ル の メ ー リ ン グ リ ス トを 通 じ て 「9月21日 に

行 わ れ る イ ベ ン トに は ま だ チ ケ ッ トの 余 裕 が あ る 」 と い う こ と を 伝 え る 表 現 で あ る 。

そ も そ も 、 こ う し た 非 人 称 存 在 表 現 で あ る θ5g伽 や θ5厩 に つ い て は 、 ドイ ツ 語 圏 内

で も そ の 使 用 頻 度 に 揺 れ が 見 ら れ る 。 そ れ ぞ れ の 用 法 に 関 す る 地 域 的 な 分 布 に 関 し て は 、

Augsburg大 学 の 作 成 し た 言 語 地 図AtlaszurdeutschenAlltagssprache(AdA)に よ る 資

料 が あ り 、 存 在 表 現 と し て の ε5g伽/θ5厩/θ5醜(こ こ で は 複 数 形 の θ∬1而)が そ れ ぞ れ

ど の 地 域 で 許 容 さ れ て い る の か を 大 ま か に 捉 え る こ と が で き る2。

、°8・ °.鞭 ゜.・

図1θ5g伽/85厩/8∬ 加4の 使 用 頻 度 に 関 す る 地 域 的 分 布
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この図 と資 料 か ら看 取 で き るの は、以 下 の点 で あ る。(a)も っ とも普及 して い る形 式 は 、

85g伽 で あ る こ と、(b)θ5厩 の使 用 は 、シュ ヴァーベ ンや ス イ ス ドイ ツ方言 の特 性 で あ り、

他 の ドイ ツ語 圏 の人 び とに とって は奇 異 に感 じ られ るが 、そ の地 域 で の θ5加fの 使 用 は一

般 的 で あ るこ と、(c)85厩 は、 ライ ン川 中流や マ イ ン川 沿い の一 部 の地 域 で は、θ5g伽 の

次 に よく用 い られ る形 式 で あ る こ と、(d)あ る同一 地 域 で、85g伽/85加f/8∬ 加4が どの

よ うな語 と ともに用 い られ るかに応 じて 、異 な った表 現 とな る(cf.肋 γ加fθ5η ∫81θHofθ15,

vs.漉751雇 η1θZθW〃Z48γ.)とい うこ と、つ ま り当該 地域 で は85傭 と θ5g伽 の用例 に微 妙

なニ ュア ンスの相 違 が見 られ る とい うこ と、 で あ る。 また 、 フラ ンス と国境 を接す る地域

で θ5加fの 使 用 が 多い こ とか らは、フ ランス語 の存在 表 現 ∫1四 との 関連性 を推 察で きる

か も しれ ない3。

た しか に、 この言語 地 図 か らは 、 ドイ ツ語 圏 内の地 域 で の各非 人 称存 在表 現 の 分布 を大

まか に把握 で きる。 とはい え 、それ らの使 い分 けが 実際 に どの よ うに行 われ てい るのか を

断 定す る こ とは で きな い。加 えて特 筆 すべ き こ とは 、ス イ スの ドイ ツ語 圏 で の非 人称 存在

表 現85厩 と85g伽 の使 い分 けに 関 して は、未 だ ドイ ツ語 学 の 中で も統 一 的な記 述 が 与

え られ て お らず 、上 記 の言語 地 図や い くつ か の辞 書 の 中で も、 そ うした表 現 が方言 の特殊

事 例 と して しか扱 われ てい な い とい うこ とで あ る(Ammon8飽1.2004)。Czinglar(1997,

2002)で は 、 ア レマ ン方言 、 と りわ けオー ス トリア の フォ アアル ル ベル ク方言 での85加f

(85加f)の 使 用 につい て 、主 に統語 論 的 な側 面か らの分析 を試 みて い る もの の、異 な る談話

で 出現 す る各 表現 の詳 細 な使 い 分 け につ いて は説 明 され て いな い。 そ のた め 、本稿 で は 、

θ5厩 と85g伽 の使 い 分 けの解 明 に主眼 を置 きつつ 、まず コー パ ス調査 に基 づ い て二 つ の

表 現 の差異 を考察 して い く。

3.事 例 研 究(1)コ ー パ ス 調 査

熊 坂(2010)に よる と、「ドイ ツ語 圏 の スイ スの 人 び とに よ って、話 し言葉 と して用 い ら

れ るのが 『スイ ス ドイ ツ語(Schweizerdeutsch)』 で あ るの に対 し、書 き言葉 と して用 い ら

れ るの は、スイ ス の標 準 変種 で あ る標 準 ドイ ツ語 、す なわ ち 『スイ ス式 標 準 ドイ ツ語 』」で

あ る。本研 究 で は 、「スイ ス式標 準 ドイ ツ語 」を考察 対 象 に据 え る。なぜ な ら、 この 「スイ

ス式標 準 ドイ ツ語 」 も語 彙や 文 法 な どに 関 して 、標 準 ドイ ツ語 とは異 な る特質 を観 察 で き

るか らで あ る(Ammonθ 如1.2004,BickelandLandolt2012)。 した が って 、本節 では 、スイ

ス式標 準 ドイ ツ語 にお け る、存 在 を表 現す る θ5g伽 と85履 の 問 にあ る統語 論 的お よび

意 味論 的特 徴 の差 異 を考 察す る。

3.1用 例 分 析

本 節 の 目的 は 、geben(85g競+acc.)とhaben(θ5厩+acc.)を 用 い た非 人称 存在 表 現 問

の差 異 を観 察 す る こ と で あ り、 ス イ ス ドイ ツ 語 お よび ス イ ス式 標 準 ドイ ツ語 コー パ ス

CHTK内 に あ る小説 か ら各 表現 の 用例 を抽 出 した。そ れ らの 出現 数 は、次ペ ー ジの表 の よ

うに な ってい る4。
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表1コ ー パ ス か ら抽 出 し た 用 例 の 文 献 表

文 献 現 在 形 過 去 形 合 計

θ5gfわ'563187

(A)Graf,Roger(1994)
θ51z6zf12315

θ5g珀'14216

(B)Honegger,Arthur(1988)
θ51z6zf202

θ5gfわ'11112

(C)Gloor,Kurt(1971)
θ51z6zf909

合 計10437141

こ れ ら の コ ー パ ス の 各 用 例 を 、3.2副 詞 的 付 加 語 の 性 質(特 に 場 所 的 副 詞 句 の 有 無 な ど)

と3.3実 主 語 の 性 質(連 体 修 飾 節 の 有 無 、 有 生/無 生 の 判 断 な ど)の 二 つ の 観 点 か ら 吟 味 す

る 。

3.2存 在 表 現 内 の 副 詞 的 付 加 語

ま ず 、(A)の ε5加fの 用 例 で は 、15例 中15例 す べ て で 、実 主 語 か つ 副 詞 句 を 必 要 と し 、

そ の 内 の14例(93%)が 場 所 的 副 詞 句 で あ る 。た と え ば 、(3)は 「こ こ の 中 に 」(hierdrin)、

(4)は 「そ こ の 上 に 」(daoben)、(5)は 「街 に 」(inderStadt)と い う場 所 的 副 詞 句 を そ れ

ぞ れ 伴 っ た 表 現 で あ る 。

(3)Hfθ γ47加 肋fθ5た8加 丁81φbη・

herein-ithave.3sGitnotelephone

(4)Dβo加 π 加fθ5L8μfθ,履 漉74θ ηθπ 曲Mψ β 加7∫5f・

thereuphave.3sGitpeopleafterwhomtheMafiabe.3sG

(5)E5肋'勿4875翅fηocん η18加50励 ε5μ ε1cl始52

ithave.3SGinthecitymuchmoresuchgame-centers

他 方 、(A)の θ5g伽 の 用 例 で は 、87例 中56例(64%)が 実 主 語 か つ 副 詞 句 を 必 要 と し 、

場 所 的 副 詞 句 は27例(31%)で あ っ た 。場 所 的 副 詞 句 を と る の は(6)の よ う な 用 例 で あ り 、

(7)の よ う に 場 所 的 副 詞 句 以 外 の 副 詞 句 を と る も の も あ っ た 。 一 方 で 、87例 中31例(36%)

が 副 詞 句 な ど を 必 要 と せ ず 、 実 主 語 の み を と る(8)の よ う な 用 例 で あ っ た 。

(6)Esg伽 ηoc海 朋4θ γθ ηoηWβ7f伽795勿 耽5ε75加4ム

itgive.3SGanyotherfromWartburgsinthiscity

(7)Esg伽4μ γc加μ5Gθ η1θ∫π5α撚 疏 θη.

itgive.3SGdefinitelycommon-features
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(8)E7肋'履7ηfθ1わ θfgθわ㍑c玩,必 θγ θ59伽D加98,4∫ θ

hehave.3SGme.DATmanytaughtbutitgive.3SGthingswhich

ηθγ5励 θ 肋 θfψcん 耽 海'・

understandIlustnot

そ の た め 、85g伽 は 必 要 と す べ き 項 に 実 主 語 の み を と る よ う な 一 項 動 詞 と し て も 機 能 し 、

他 方 、 θ5厩 は 基 本 的 に 副 詞 句 が 必 要 で あ る 、 と 推 測 で き る 。 他 に は(9)か ら(11)の よ

う な 例 が あ る 。(9)は 場 所 的 副 詞 句 以 外 の 副 詞 句 、 「さ ら に も っ と 」(immermehr)を と る

用 例 で あ る 。 そ れ に 対 し て 、(10)は 「庭 園 の 休 憩 所 で 」(inderLaube)、(11)は 「そ こ 」(da)

と い う場 所 的 副 詞 句 と 共 起 し て い る 。

(9)G伽 蝕 伽 θfg8ηf1∫c海,4邸 磁5ηocん5c海1伽 耀7ko御 紺 而f4θ7

believe.2SGyouactuallythatthemuchworsecome.3SGwiththe

Wf7fsc海 ψ21cん ηz伽 ε,娩 加 加98海 δ7f,4ψ θ5伽 η1ε7η18加

economyImean.1SGIhave.3SGheardthatitstillmore

Aγわ疏5Zo5θ91玩.

unemployedgive.3sG

(10)伽 θγ罐g〃cん 伽5θH∫'z8.1η4θ γL朋 わ8加'θ5力5f漉 γzfgGγ 磁.

unbearablethisheatintheporchhave.3sGitalmostfortydegree

(11)E5肋fz∫8ηzZfc海 加 ε1γ8惚 加 磁,襯485ωfγ48fψc海zπ

ithave.3sGquitemanytrafficthereanditbecome.3sGjusttoo

sc肋 θ〃9ψ んγθηfη8f脚z50Zc伽Q雌ffθ γ・

fastdriveninasucharea

副 詞 句 に つ い て の θ5g伽 と θ5厩 の 使 い 分 け と し て 特 徴 的 な の は 、(a)場 所 的 副 詞 句

に 関 し て 、θ5g伽 で は 比 較 的 大 き な 空 間(ex.Holland,Schweiz,dieserWelt,etc.)を と り 、

θ5肋fで は 、 身 近 な 空 間(ex.hier,da,etc.)を と る こ と 、(b)時 間 的 副 詞 句 に 関 し て は 、 θ5

g伽 で は 、 あ る 一 定 の 長 さ の あ る 期 間(ausdieserZeit,immer,seitlahren,etc.)の 副 詞 句

を と っ て 、 そ の 期 間 の 「状 態 」 を 表 現 す る こ と 、 で あ る 。 他 方 、 θ5加fは 、 あ ま り時 間 的

副 詞 句 を と ら ず 、 実 主 語 に と っ て の 一 時 的 な 「出 来 事 」 を 強 調 し て い る よ う に 見 え る 。

3.3存 在 表 現 内 の 実 主 語

先 に 議 論 し た 、副 詞 的 付 加 語 の 有 無 は 、θ5g伽 お よ び θ5履 の 統 語 的 特 徴 を 浮 か び 上 が

らせ て は い る も の の 、 そ の 用 法 を 見 分 け る 上 で 十 分 で あ る と は い え な い 。 す な わ ち 、 あ る

実 体 が 存 在 し て い る 場 所 ・空 間 だ け で な く 、 存 在 し て い る 実 体 そ の も の の 性 質 に つ い て も

考 慮 す る 必 要 が あ る と い う こ と で あ る 。 し た が っ て 、 本 節 で は 、 存 在 表 現 内 に 出 現 す る 実

主 語 に つ い て 、 連 体 修 飾 節 の 有 無 と 有 生 性 の 観 点 か ら 考 察 す る 。
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3.3.1実 主 語 へ の 連 体 修 飾 節 の 有 無

実 主 語 に 関 し て は 、 ま ず 連 体 修 飾 節 、 す な わ ち 関 係 詞 を 用 い て 実 主 語 を 修 飾 す る 節 、 実

主 語 の 同 格 的 付 加 語 と し て 機 能 す るdass(E.that)節 、 実 主 語 を 修 飾 す るzu(E.to)不 定

詞 な ど を 見 て い く 。 θ5加 ± に つ い て は 、(A)の15例 中4例(27%)が 連 体 修 飾 節 と 共 起 し

て い た 。

(12)Dαo加 η 肋 歩 θ5L8厩 θ,ん 競 θ74θ η8η418Mψ α 舵7∫5ム

thereuphave.3sGitpeopleafterwhomtheMafiabe.3sG

他 方 、85g伽 で は 、87例 中42例(48%)が 連 体 修 飾 節 と 、 そ の 内 の15例 が 副 詞 句 な し

の 用 例 と の 共 起 で あ っ た 。

(13)Eγ 肋 歩 加7窃8Zわ θlgθ加 αc玩,訪8γ85g伽D加g8,4∫ θ

hehave.3SGmeDATmanytaughtbutitgive.3SGthingswhich

ηθγ5励 θ 娩 θfψcん 耽 海'・

understandIlustnot

連 体 修 飾 節 を 用 い た 存 在 表 現 は 、 談 話 の 中 に あ る 実 体 を い っ た ん 導 入 し 、 そ れ に つ い て

詳 細 な 説 明 を 加 え る と い う効 果 を 与 え る こ と が で き る 。 本 調 査 で は 、85g伽 の 方 が 連 体 修

飾 節 と 共 起 す る 傾 向 が 強 い こ と が 分 か る が 、 θ5g伽 で は あ る 実 体 の 存 在 の あ り か を 示 す こ

と よ り も 談 話 へ の あ る 実 体 の 導 入 に 主 眼 が あ る 使 用 が 好 ま れ る と 推 測 で き る 。

3.3.2実 主 語 の 有 生 性

さ ら に 、実 主 語 の 有 生 性 に っ い て は 、85g伽 お よ び85加fと も に 実 主 語 に 有 生 物 も 無 生

物 も と る 。 た と え ば 、 以 下 の よ う な 用 例 で あ る 。

(14)G1側 わ5f伽8fgθ ηfZ∫cん,4ψ 磁5ηocん5cん1珈 耀7たo吻 甜 而f487

believe.2SGyouactuallythatthemuchworsecome.3SGwiththe

Wf7fsc海 ψ21cん η1伽 θ,娩 加 わθ9θ 海δ7f,4ψ θ5翻 雁 γ η励 γ

economyImean.1sGIhave.3sGheardthatitstillmore

・4γわ8f'51058g伽.

unemployedgive.3sG

(15)Dαg1玩 θ5θ 加D厩z8η40487耀 加L8厩 θ,伽 ∫πFηg8

theregive.3sGitadozenormorepeoplewhoinquestion

履 吻8η.

come.3PL-SBIV
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(16)Esgf玩 履 θγ 力男Do1プ 加c腕5θ ん7ηfθ18L砒1θ アz班z450π ηθπ〃51zo1フ5.

itgive.3SGherein-thevillagenotsomanystoresandSouvenir-shops

(14)Arbeitslose「 失 業 者 」 や(15)Leute「 人 び と 」 は 有 生 物 と み な せ る 。他 方 、(16)のviele

LadenundSouvenirshops「 多 く の 商 店 や 土 産 物 店 」 は 無 生 物 で あ る 。

以 下 の 表 で は 、 θ5履 と85g伽 の 実 主 語 を 有 生 物 ・無 生 物 に 分 類 し て い る 。

表2有 生 性 に 基 づ く εs厩 存 在 表 現 内 の 実 主 語 の 分 類

εs肋'+[acc.(=実 主 語)】

有 生 物 無 生 物

AdreiPersonen,ledeMenge,Leute×2,einensch6nenTeich,keinTelefon,einen

VerrUckteVerfolgtevielenetteBriefumschlagvierzigGradSpielclubs

Madchen.[7】einenKleber,zweiEingange,Eis[8】

B[0】gentigendParkplatze,keinenZweck[2]

CwenigBuben,einegewisseSchichtvondasGeftihl,einTischchen,guteSachen,viel,

alterenLeute[2】nichts,seinKinderzimmer,vielVerkehr[7】

表3有 生 性 に 基 づ く θ5g伽 存 在 表 現 内 の 実 主 語 の 分 類

θ5g伽+[acc.(二 実 主 語)]

有 生 物 無 生 物

AvieleFrauen,Frauen×2,einBuch,Spekulationen,nichtsKonkretes,etwaszu

intelligenteMenschen,ihrenlachen,andereSpiele,nichtsSchlimmeresalsganz

MannMannernnormaleForscheretwasLohnenderesneurotische

WissenschaftlervieleWesennichts×2einenSteifennichtvielzukUrzen

MntterArbeitsloseeinLeichenetwasNeueskeinMaterialfnrihnTypen

DuzendodermehrLeuteeinenComputertrickeineandereM6glichkeitDinge

erpreBbareLeuteeineganzekeinLammfleischHinweisekeineAnhaltspunkte

Menge×2MannerGemeinsamkeitenzwielichtigeGestaltenMomente

Menschen×2,Leute×2,einevieleLadenundSouvenirshop,eineMenge

MengeSchwachsinn,eineM6glichkeiten,ausgezeichneteSoftware,eine

MengeFachleuteeinenUnterschiedeineHinweisnichtsmehrzuverrnhren

notorischenVerbrecher,keinenAufstand,Anhaltspunkte,kunstvollangelegte

anderevonWartburgsBrunnenGrUndedieGruppemehrereSalons

angeblichSchwarzdrosseln,welche_,eineSendungtiberherausragendeK6pfeder

einenLothar(Vorname),Wissenschaft.nirgendsZimmeroderWohnungen,einen

eineFrau,keinenCarloAusgang,TausendesolcherKindheiten,nichtszu
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表4有 生性 に関す る85g伽 と θ5加fの 対立

85g伽+[aCC.]85厩+[aCC・ 】

有生物 無生物 有生物 無生物

合計2887917

量 的な調 査 として考察 す る限 りで は、ε5g伽 と ε5加fと の間 に は実 主語 の有 生性 に有意

な差異 はあ ま り見 られ ない。 しか しな が ら、 も う少 し質 的 に 見て み る と、85g伽 で は、実

体 の ない よ うな事 物(ex.nichtKonkretes,Momente,etwasNeues,etc.)を 多 くとる傾 向

にあ る こ とが 分 か る。 ただ し、85加fで は、 実主語 に 「温度 」 な どを とる用 例 も見受 け ら

れ 、 こ うした 語 は、θ5g伽 とはま っ た く共 起 で きな い。

この よ うに、 スイ ス式標 準 ドイ ツ語 のイ ンフ ォーマ ン トが θ5g伽 と85履 を実際 に ど

の よ うに用 い て い るか につ い ては本 調 査 のみ で は統語 論 的 ない し意 味論 的 な分 析 に制 限 さ

れ 、詳 細 な使 い分 けを論 じるこ とは 困難 で あ る。 そ のた め 、次節 では 、 ア ンケー ト調 査 を

通 じて二つ の用法 を比較 してい く。

4.事 例 研 究 ② ア ン ケ ー ト調 査

ア ンケ ー ト調査 は、2013年2-3.月 、チ ュー リヒにて スイ ス ドイ ツ語 母語 話者 に対 して、

スイ ス式標 準 ドイ ツ語 の存在 表 現(θ5厩vs.8591玩)を 考 察 す る 目的 で行 われ た。各 地 方 間

の差異 が あ るの か を調 べ るた め、1.出 生地(州)2.居 住 地3.生 年 月 日4.母 語5.話 せ

る言語6.職 業 な どの個 人 情報 も項 目 と して含 み 、 チ ュー リ ヒ大学 の授業 な どで許 可 を得

て行 っ た。 回答 に不 足 の あ る もの を除 き 、最 終 的 に今 回採 用 した 回答 は39人 分 で あ る5。
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4.1ア ン ケ ー ト項 目 の 分 類:標 準 ドイ ツ 語 非 人 称 存 在 表 現 の 特 徴

ア ンケ ー トの 内容 は 、語用 論 的分 類:「 実在 文 」 「所 在 文」 「眼前描 写 的所 在文 」 「新 情報

導入 的存在 表 現 」 と語 彙 的差 異:「 未 来 を表 す 語彙 との共 起 」 「否 定詞 を伴 う表 現 」 を判 断

材料 と してい る。 なぜ な ら、 と りわ け存在 表現 の語 用 論 的 な機 能 が85厩 と85g伽 の使

い 分 け に影 響 を与 えて い る と想 定 した か らで あ る。 大喜(2013)で は 、東郷(2012)、 金水

(2006)、Dik(1980)を 踏 ま え、標 準 ドイ ツ語 の あ らゆ る存 在 表現 を、 「時空 間 的存在 表 現 」

と 「新 情報 導 入 的存在 表 現 」 に分類 して い る。 時 空 間的 存在 表現 の機 能 は、存 在 前提 の共

有 と存 在様 態 の説 明で あ って、それ らは指 示(reference)と 述 定(predication)を 備 えた表

現 で あ る。 他 方 、新 情報 導入 的 存在 表 現 の機 能 は、存 在 前提 の導 入 の みで あ り、指 示 を欠

く こ と に よ っ て 述 定 も な い 表 現 で あ る。 そ の 際 、Diessel(1999),Hartmann(1982),

Haspelmath(1997),上yons(1999)を 吟 味 し、 ドイ ツ語 存在 表 現 の特 徴 を実 主語 と副詞 句 の

指示 性 の観 点 か ら考 察 して い る。 それ らは以 下 の よ うに要約 で き る。

表5ド イツ語存在表現 の特徴(大 喜2013:37-46)

存在表現 形 式的特徴 語用論 的特徴

・場所的副詞句 を持たない ・実主語 の指示性 が高い(と く

実在文(wirklichな どの世界指 に固有名 な ど)

定語 を伴 う場合 があ る)・existierenと 書 き換 え可能

・場所的副詞 句の指示性 が高い
・場所的副詞句 をかな らず

時空間 的 所在文.・ 動詞 の多様性(sein動 詞,伴
っ存在表現

liegen,stehen,etc.)

「指示」 と ・θ5g伽 では きわ めて容認度 が

「述定」 低い

眼前描写的 ・特 にhierやdaと い っ ・外部照応 的な指示 を持っ実 主

所在文 た副詞 句 を伴 う 語(直 示 的な使 用)

・直示性 を持 つ実主語

→ ジェスチャーな どとの共起

新情報導入 的 ・表現 自体 が文 法的な指示 ・ある談話 に新 情報 を導入非時空 間的

存在表現 を持 たない ・先行す る談話 と断絶 してい る存在
表現

・数 量詞(Viele ,einige,「新情報

(存撒)部 欝1慧 蹴 鍵 詫 は ・ある集合内嚥 の有無多少
の導入」

含意)が ある

本 ア ンケー ト調 査 で は、 この標 準 ドイ ツ語非 人 称存 在 表現 の分 類 を念 頭 に置 き、 四段 階

評 定 を採用 した。θ5加'と85g伽 それ ぞ れ に1か ら4の ポ イ ン ト(1:「 適 当で ない 」2:「部

分 的 に適 当で あ る」3:「 大 部分 適 当 で あ る」4:「 十 分 に適 当で あ る」)を 設 定 し、 さ らに 両
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方 の 表 現 が と も に 適 当 で な い 場 合 は 別 の 表 現 で の 言 い 換 え を 依 頼 し た 。ア ン ケ ー ト用 紙 は 、

見 開 き1ペ ー ジ ・計20項 目 の 形 式 で あ る 。

4.2ア ン ケ ー ト 調 査 の 用 例 と 結 果

ア ン ケ ー トで 使 用 し た 用 例 と 結 果 を 以 下 の 表 と 図 に 示 し て い る6。 表 の 左 側 の 番 号 は 、

ア ン ケ ー ト項 目 の 番 号 を 表 す 。

4.2.1実 在 文

表6に つ い て 、2の 項 目 は 、物 語 の 中 のIohnMacClaneと い う登 場 人 物 が 現 実 に も 存 在

す る と い う こ と を 表 現 し て い る 。8は 、 「ネ ッ シ ー 」(Nessie)が 存 在 し て い る の か ど う か 、

10で は 「(実 際 に)存 在 す る 中 で 最 も 美 し い 場 所 」 と い う よ う に 、 こ れ ら の 用 例 は す べ て

実 在 文 と み な せ る 。

表6用 例:実 在 文

2DieunglaublicheGeschichte,diehiererzahltwird,isttatsachlichsopassiertJohn

McClaneg越eswirklich.(HMP)

"Theunbelievablestory
,whichistoldhere,reallyhappend.IohnMcClane,the

eponymous,reallyis"

8GibtesNessieodernicht?(DfθWiθ1',4∫uni2007)

"IsthereNessieornot?"

10bDadrUben,dahateseinensch6nenTeich,dasistdersch6nsteOrt,denesg逝.

(CHTK)

"Overthere
,thereisabeautifulpond,thatisthemostbeautifulplacethatthereis"

2

8

10(b)

平 均 値

1234

図2結 果:実 在 文 の容認度

これ らの表 現 中 での85厩 と θ5g伽 との使 い 分 け は、上 記 の 図の よ うに な り、上 段 の

濃 い グ ラフが85厩 の容認 度 の 平均 値 を、 下段 の淡 い グラ フが85g伽 の容 認 度 の平 均値

を示 して い る(以 下 の容認 度 の 図 も同様)。 図 か ら読 み取 れ る よ うに、実 在解 釈 で は、85肋f
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は 母 語 話 者 に 許 容 さ れ ず(平 均 値1.14ポ イ ン ト)、85g伽 は ほ と ん ど の 母 語 話 者 に 許 容 さ

れ る(平 均 値3.95ポ イ ン ト)。

4.2.2所 在 文

こ れ ら の 表 現 は 、 あ る 空 間 に 何 ら か の 事 物 が 存 在 す る と い う所 在 文 で あ る 。1は 「こ こ

に 電 話 が な い 」 と い う こ と 、6は 「Rigiと い う 山(の 頂 上)に は 雪 が か か っ て い る 」 と い

う こ と 、11は 「チ ケ ッ ト売 り場 に は チ ケ ッ トが 十 分 に 残 っ て い る 」 と い う こ と を 表 現 し て

い る 。

表7用 例:所 在 文

1HierdrinhateskeinTelefon.(CHTK)

"Thereisnotelephoneinsidehere"

6AufdemRigihatesSchnee.(CHTK)

"OntheRigi(mountain)thereissnow"

11Etwa8000Billetssindbisjetztverkauftworden;esg逝alsonochgentigendBillets

andenTageskassen.(HAZ)

"about8000ticketswerealreadysold;therearestillenoughticketsatthebox

office"

1

6

11

平均値

1234

図3結 果:所 在 文 の容認 度

図 の よ うに、11は85傭 も85g伽 も両方 とれ るが、所 在解 釈 の平均 値 で は、85厩 が

優 勢 で あ る(3.79vs.2.91)。

4.2.3眼 前 描 写 的 所 在 文

表8の 表 現 は、眼前描 写 的 に実 主語 につい て述 べ る所 在 文 で あ り、多 くが身 体 的 なジ ェ

スチ ャー な どを伴 う表 現 で あ る。12は 話 し手 と聞 き手 の 眼前 に 「食 堂 が あ る」 とい うこ と

を示 し、16は 眼前 の 「山 と谷 」、10aは 「美 しい池 」 につ い て の表現 で あ る。
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表8用 例:眼 前 描 写 的 所 在 文

12Siehstdu?DorthateseineMensa.

"Doyousee?Thereisacafeteriathere"

16DortsindesdieBerge,hierdieTaler.(HAZ)

"Therearethemountainsthere
,thevalleyshere"

10aDadrtiben,dahateseinensch6nenTeich,dasistdersch6nsteOrt,denesgibt.

(CHTK)

"Overthere
,thereisabeautifulpond,thatisthebeautifulplacewhichthereis"

12

16

10(a)

平 均 値

1234

図4結 果:眼 前 描 写 的 所 在 文 の 容 認 度

こ う し た 眼 前 描 写 的 所 在 文 に つ い て は 、 所 在 文 同 様 に85厩 の 容 認 度 が85g伽 を 上 回

っ て い る(3.62vs.2.63)。

4.2.4新 情 報 導 入 的 存 在 表 現

表9の 用 例 は 、 新 情 報 導 入 的 存 在 表 現 で あ る 。4は 「牛 乳 や 乳 製 品 に ア レ ル ギ ー を 持 つ

人 び と 」、18は 「『単 子 論 』 と い う タ イ トル の 本 」、13は 「農 業 に お け る 構 造 変 化 」 を 談 話

に 導 入 す る よ う な 表 現 で あ る 。

表9用 例:新 情 報 導 入 的 存 在 表 現

4Esg越Menschen,diez.B.gegenMilchundMilchprodukteallergischreagieren.

(HBI()

"Therearepeoplewhohaveanallergicreactiontomilkandmilkproductsetc
."

18Es鯉einBuchvonihmmitdemTitelMo朋4010gla

"ThereisabookbyhimwiththetitleMo朋4010gl8"

13SeitIahrenistklar:Esg逝einenStrukturwandelinderLandwirtschaft.(BRZ)

"ltisclearsinceyears:thereisastructuralchangeintheagriculture"
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4

18(a)

13

平 均 値

1234

図5結 果:新 情 報 導 入 的 存 在 表 現 の 容 認 度

こ の よ う な あ る 新 し い 情 報 を 談 話 に 導 入 す る よ う な 表 現 で は 、 θ5g伽 が 好 ま れ 、 ほ と

ん ど の 母 語 話 者 に 許 容 さ れ て い る 。 一 方 、 θ5履 の 容 認 度 は 半 分(2.5ポ イ ン ト)以 下 の

1.87ポ イ ン トに と ど ま る 。 と は い え 、 本 稿 の 例 文(2)の よ う に 、 か な ら ず し も 新 情 報 導 入

的 存 在 表 現 と θ5厩 が 共 起 し な い わ け で は な い 。

4.2.5未 来 的 語 彙

表10で は 、3は 「明 日」(Morgen)、5は 「今 晩 」(heuteAbend)、15は 「も うす ぐ 」(bald)

な ど の よ う な 未 来 的 語 彙 を 備 え た 存 在 表 現 で あ る 。

表10用 例:未 来 的 語 彙 と共 起 す る 用 例

3Morgeng越esSchnee.

"Therewillbesnowtomorrow"

5Was鯉esheuteAbendimFernsehen?

"WhatisthereonTVtonight?"

15Esistdunkeldraussen.Esg逝baldRegen.

"Itisdarkoutside
.Itwillrainsoon"

3

5

15

平 均 値

1234

図6結 果:未 来 的 語 彙 と共 起 す る 表 現 の 容 認 度
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こ れ ら の 表 現 で は 、 θ5g伽 が 優 勢 で あ り 、 θ5加fは ほ と ん ど容 認 さ れ な か っ た(1.69ポ

イ ン ト)。 し か し 、5の 表 現 で は 、laufen(E.beon)やkommen(E.come)、15で はwerden

(E.will)な ど の 別 の 動 詞 や 助 動 詞 で 代 用 す る 母 語 話 者 が 多 か っ た 。

4.2.6否 定 詞

表11は 、 否 定 詞 と 共 起 す る 用 例 で あ る 。7は 「悲 観 的 に な る 理 由 は な い 」 と い う こ と 、

9は 「こ れ 以 上 言 い 訳 は な い 」 と い う こ と 、14は 「何 も い う こ と は な い 」 と い う こ と を 表

現 し て い る 。

表11用 例:否 定 詞 と共 起 す る 用 例

7Esg逝keinenGrund,pessimistischzusein.(BRZ)

"Thereisnoreasontobepessimistic"

9Esg越keineAusredenmehr.(HAZ)

"Thereisnomoreexcuse"

14AufWiedersehen.Es鯉nichtszusagen.(HAZ)

"Seeyouagain
・Thereisnothingtosay"

7

9

14

平 均 値

1234

図7結 果:否 定 詞 と共 起 す る 表 現 の 容 認 度

今 回 の ア ン ケ ー トで は 、否 定 詞 を 伴 う表 現 で85加fの 容 認 度 は 全 体 的 に 極 め て 低 か っ た

(θ5厩1.29vs.85g伽3.92)。 し か し 、 否 定 詞 を 伴 う所 在 文 の 場 合(項 目1)で は 許 容 さ れ て

い る た め 、 こ れ ら の 表 現 で は 否 定 詞 以 外 の 要 因 が 関 わ っ て い る 可 能 性 も 十 分 に あ る 。

4.2.7そ の 他

次 ペ ー ジ で は 、 そ の 他 の 用 例 を ま と め て お く 。
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表12用 例:そ の 他

6AufdemRigihatesSchnee.(CHTK)

"OntheRigi(mountain)thereissnow"

17UnertraglichdieseHitze.InderLaubehatesfastvierzigGrad.(CHTK)

"Unbearable
,thisheat.Intheporch,itisalmostfortydegrees"

6

17

平 均 値

1234

図8結 果:そ の 他 の 表 現 の 容 認 度

17の よ うな 「温 度 」を 実 主 語 に と る 表 現 は 、標 準 ドイ ツ 語 で はsein動 詞 を 用 い 、haben

やgebenを 用 い た 場 合 に は 非 文 と な る 。 し か し な が ら 、ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語 で は 、θ5加f

を 違 和 感 な く使 用 す る 母 語 話 者 が 多 い(3.28ポ イ ン ト)。

4.3ア ン ケ ー ト 調 査 の ま と め

ア ン ケ ー ト調 査 に よ れ ば 、 実 在 文 解 釈 で き る 場 合 、 ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語 で は85肋fを

用 い る と 非 文 と な る 。(17)の 「ネ ッ シ ー は 存 在 す る の か 、 そ れ と も 存 在 し な い の か 」 で は 、

「ネ ッ シ ー 」 の よ う な 仮 想 的 存 在 の 現 実 性 が 問 題 と な っ て い る 。

(17)G伽 μHβf85Nθ551804θ7競 配2(ア ン ケ ー ト項 目8)

give/have・3SGitNessieornot

さ ら に 、未 来 的 語 彙 と 共 起 す る 用 例 の 考 察 、以 下 の 用 例(18)と(19)の 比 較 か ら 、θ5傭 は

「既 存 の 状 態 」 を 、85g伽 は 「こ れ か ら の 未 来 」 の 意 味 を 表 現 す る 傾 向 に あ る と い う こ と

が 分 か る 。

(18)Mo798ηg1玩/キ 加f855c肋88.(ア ン ケ ー ト項 目3)

tomorrowgive/have.3sGitsnow

(19)ん ゲ4θ 〃1R∫g∫ 加f/2g伽 θ55c肋 θa(ア ン ケ ー ト項 目6)

ontheRigihave/give.3sGitsnow
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ま た、今 回 の調 査 では 、85加fと θ5g伽 の対 立 につ いて 、地域 分 類 間 の差異 は ほ ぼ見 ら

れ な か った。Czinglar(1997,2002)で も指 摘 され て い る よ うに、 スイ ス ドイ ツ語 が含 まれ

る南 ア レマ ン方 言(SUdalemannisch)の 上位 区 分 で あ るア レマ ン方 言 に属 す る別 の方 言

(ex.Niederalemannisch,Schwabisch)で も θ5傭(θ5加f)を 使 用 してい るた め、θ5傭 と

θ5g伽 の対 立 は、お そ ら くア レマ ン方 言全 体 で の現象 とい え るで あ ろ う。

5.事 例 研 究 お よ び 周 辺 言 語 との 比 較

5.1ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語 非 人 称 存 在 表 現 の 特 徴

こ こで も う一度 、第 二節 で の コー パ ス調 査 お よび第 三節 での ア ンケ ー トの調 査結 果 を以

下 の よ うに ま とめ てお く。

コー パ ス調 査 か ら、非 人 称存 在表 現 の副 詞 的付 加語 につ いて 、(a)85厩 に は、基 本 的 に

場所 的副詞 句 が必 要 で あ る こ と、(b)θ5g伽 は 、場所 的 副詞 句 に比 較 的 「大 きな 空 間」 を

とるの に対 して 、θ5厩 は、 「身 近 な空 間」 を と るこ と、 さらに(c)θ5傭 は あま り時 間 的

副詞 句 を と らな い とい うこ とが明 らか に な った。実 主語 につ いて は 、(a)θ5g伽 も θ5厩 も

実 主語 に有 生 物 ・無 生物 を とる こ と、(b)θ5g伽 も θ5加fも 実 主語 に数 量詞 を とるこ と、

(c)85g伽 の方 が実 主語 に実 体 の ない事 物(ex.nichtKonkretes,Momente,etwasNeues,

etwaszu_、nicht_zu...,etc.)を とる こ とが挙 げ られ る。

ア ンケ ー ト調査 か ら、(a)実 在解 釈 で は、85加fは 許容 で きない こ と、(b)所 在 解釈 で は 、

θ5g伽 よ り θ5厩 の方 が優 勢 で あ る こ と、(c)新 情 報 導入 的解 釈 で は、85g伽 は ほ ぼ許容

され るが 、85厩 の容認 度 は半分 以 下 であ る こ と、(d)ε5加fは 、未 来表 現 とほぼ 共起 しな

い とい うこ と、(e)眼 前 描 写 的所在 文 で は 、85g伽 が容認 され な いわ けで は ない が、 所在

文 同様 に85厩 が好 まれ る こ と、 さらに、(f)コ ーパ ス で も出現 した よ うに、85厩 は 「気

温 」につ い て の表 現 に も使 用 され る とい うこ とが分 か った。特 に(e)に つ い て 、以 下 の(20)

は コー パ ス か ら抽 出 した用例 で あ るが、(A)発 話者 の近 くにあ り直示 的 に示 す こ とが で き

る 「美 しい 池 」 は θ5厩 で 、(B)発 話 者 に とっ て空想 の対象 とな る よ うな、実 在解 釈 で き

る 「存 在す る 中で最 も美 しい場 所」 は ε5g伽 で それ ぞれ 表 現 され て いた。

(20)Dβ47勲 εη,磁(ノ4♪ 加〃2g伽85伽8η5cん δη8ηT8肋,磁5f5'

overtheretherehave/give.3sGitabeautifulpond.Accthatbe.3sG

4θ75c妨 η吻0π,4例 θ5でB)g伽 筋 磁(ア ンケ ー ト項 目10)

themost-beautifulplacethe.Accitgive/have.3sG(CHTK)

標 準 ドイ ツ語 に 関す る分類 がスイ ス 式標 準 ドイ ツ語 存在 表 現 に も妥 当す るのか ど うか を

検討 した場 合 、 以下 の よ うな特 徴 が浮 か び上 が る。 す なわ ち、標 準 ドイ ツ語 との 共通 点 と

して 、(a)ス イ ス式 標 準 ドイ ツ語 の存在 表 現 につ いて も指 示性 に鑑 み た議 論 は 有効 で あ る

とい うこ と、(b)85厩 の実在 解釈 は許容 で きず θ5g伽 が好 まれ る とい うこ とで あ る。 そ

れ に対 して 、相 違 点 と して 、(a)所 在 文 に 関 して は、 スイ ス式標 準 ドイ ツ語 で は 、非 人称
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存在 表 現 で あ る85加fが 多 用 され る こ と、 と りわ け重要 な のが 、(b)実 主語 の眼 前描 写 的

使 用 を許 容す る とい うこ とで あ る。 た とえば 、(1)の よ うな用例 で あ る。 特 に後 者 の相 違

点 に 関 して 、標 準 ドイ ツ語 で は 、所在 文 で は θ5g伽 を ほ とん ど使 用 せ ず 、眼 前描 写 的 に

使 用 で き る θ5g伽 は皆 無 で あ る。そ れ ゆ え、標 準 ドイ ツ語 で は、所 在 文 に θ5g伽 以 外 の

存在 動 詞(ex.sein,liegen,stehen,etc.)が 代用 され るが 、ス イ ス式標 準 ドイ ツ語 使 用者 は、

そ うした所 在 文 の領域 を θ5厩 で言 い換 えてい る と推 測 で き る。

5.2周 辺 言 語 と の 相 違 か ら の 考 察

こ うした スイ ス式標 準 ドイ ツ語 に あ る85履 と85g伽 との対 立 には、周 辺 言語 か らの

影響 も考 え られ る。 た とえば 、 フラ ンス語 の ∫Z四 存 在 表現 との構 造 的 な類 似 性 が挙 げ ら

れ る。 しか も、前 項 で論 じた眼 前 の事 物 を描 写す る よ うな用 例 に対 して、 フラ ンス語 で は

存在 表 現flyθ を使 用 で き(東 郷2009)、 両表 現 の機 能 的な 共通 点 も見 出す こ とがで き る。

加 えて 、スイ スで は 、 ドイ ツ と比 較 して、「国語 浄化 」(Sprachpurismus)7が 穏健 で あ っ

た た め、す なわ ち 国政 と して積 極 的 に外来 語 を母 国語 に置 き換 え る こ とを して こなか っ た

ので 、特 に フ ラン ス語 か らの語 彙 が未 だ多 く残 って い る。 さ らに 、語彙 だ けでな く、 統語

的 な観 点 か ら見 て も、 スイ ス式標 準 ドイ ツ語 と標 準 ドイ ツ語 間 に は揺れ が あ る。 文法 書 の

中で も、seinやhabenの 使 用 に 関 して 、い くつ か の場合 で 、 スイ ス式 標 準 ドイ ツ語 と標

準 ドイ ツ語 との 間 に相 違 が あ る こ とが 指摘 され てい る。 た とえば 、以 下 の例 で あ る。

(21)SwissHighGerman

a.1c海 海始θ んθ1f.

Ihave.1SGcold

HighGerman

b.M〃fsfた β1'.

me.DATbe.3SGcold

French

c・11厩 〃of4・

1-have.1SGcold

(21a-c)の 表 現 は す べ て 、 「わ た し は 寒 い(寒 さ を 感 じ て い る)」 と い う こ と を 表 現 し て い

る 。 標 準 ドイ ツ 語 で は 、 通 例(21b)の よ う にsein動 詞 を 使 用 す る の に 対 し 、 ス イ ス 式 標

準 ドイ ツ 語(21a)で はhabenを 使 用 し て お り 、 フ ラ ン ス 語 の 用 例(21c)と 共 通 の 統 語 的

な 構 造 を 持 つ 。 コ ー パ ス 内 に も 、 以 下 の(22)の よ う に 頻 繁 に 出 現 す る 。

(22)Wθ πη 肋 η娩fμ 撹 θ7耽D8惚 た7∫θcんθη 磁 栃 肋 加 ∫c海zμ たβ1f.

whenInotunderthecoversslipmay.3sGhave.1sGItoocold

(CHTK)
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もち ろん、 周辺 言語 か らの スイ ス式標 準 ドイ ツ語 へ の影 響 につい て議 論す るた め には 、

85傭 と θ5g伽 の構 造 や用 法 の共 時 的 な分析 だ け でな く、これ らの表現 の成 立 を通時 的 に

考 察す る必 要 が あ るが 、 この点 に 関す る歴 史 的探 究 につ い ては今 後 の課 題 と した い。

6.お わ りに

最 後 に、二つ の非 人称 存在 表 現 が持 つ特 徴 を列 挙 してお く。85加fの 特 徴 は 、「現 在志 向」

「現 実」 「一 時 的 な出来 事 」な どで あ り、それ に対 して 、85g伽 で は、 「未 来志 向」 「現実 ・

非 現実 」 「状態 」 「一 定 の幅 の あ る時間 」 な どで あ る。 さらに詳 し くい え ば、存 在物 が 実 際

に存在 す る、 も しくは隣接 して い る場合 には 、θ5履 が好 まれ 、「否 定 」「未 来 」「仮想/現

実 の比 較 」 な どの場合 に は、θ5g伽 が好 まれ る とい うこ とで あ る8。 こ うした傾 向 をい っ

そ う明確 に分 類す るた め には 、「所 在性 」 「実在性 」 「時 間性 」 「静 的/動 的 の 区別 」 な どの

要 素特 性 を精 査 しなけれ ばな らな い。 た とえば 、以 下の 用例 の よ うに、複数 の要 素特性 が

同時 に 出現 す る場 合 で あ る。

(23)"DlθWθffθ γρ70gη05θη 〃 脚 γgθη5翅g砿E5肋'59Z8η 伽 θfθ7

theweather-reportsfortomorrowbe.3PLgoodithave.3SG59centimeter

N8π5c肋88.Wθ ηη85ηzo79θ η 〃伽 競 玩zπ ηf81Wf磁 海磁,

new-snowifittomorrowmorningnotsomanywindhave.3SG

ωθ748η 伽7ノ θω8f154γ8fL屈 観98π αガ8加 〃zα11051σ55θη",η87た伽48f

will.1PLweat-the-timethreeloadsatoncelet-goannounce.3SG

4θγ48-1勲7∫gθ 履f70磁f漉7fθ75'伽 耀.

the48-yearswithexperiencedvoice(ZHT)

上記 の(23)で は 、第 二文 と第 三 文 の二っ の存在 表現 に θ5加fが 使 用 され てい る。 現在

の状態 を記 述 す る 「59セ ンチ メー トル に降 り積 もった新 雪 」(第 二 文)を 実主 語 に とるの

は上述 した存在 表 現 の特 徴 と矛 盾 しない。しか し、直 後 の表 現 で 「明朝 あま り風 が ない(吹

か な い)な らば」(第三 文)と い う未 来 的語彙(morgenfrUh)と θ5加fの 共 起 も見 られ る。

とは い え、この85厩 は条件 節 内 での 出現 で あ り未 来 表 現 とは 呼べず 、しか も、明朝 の 「一

時 的 な 出来 事 」 と して把 握 で き る。 この用 例 で は、 「未 来」 「一 時 的 な 出来 事 」 「条件 節 」な

どの各 特性 が 重畳 して い るた め、 い っそ う精緻 な定式 化 に よ る分 類 と ともに 、単純 な語彙

的 分析 だ けで な く、 あ る一 定 の コンテ クス トを含 めた用 法比 較 が必 要 で あ る。

ま た興 味深 い こ とに 、ア ンケー トの コメ ン トか ら明 らか にな っ た こ とは、母 語話 者 が こ

うした85厩 と85g伽 の対 立 をほ とん ど意識 せ ず 日常 的 に使 い分 けてい る とい う事 実 で

あ る。 つ ま り、 それ らの表現 が 「存 在 」 とい うきわ めて 基本 的 な もの を扱 うが ゆえ に、母

語話 者 に とって も85g伽 と85加fと の使 用 区分 は 、非 常 に曖 昧 な ので あ る。した が って 、

こ うした 日常 的 な言語 使 用 を研 究す る分野 で は 、非母 語 話者 的観 点 か らの考察 が ドイ ツ語

学 ・方 言学 に対す る貢献 へ とつ な が るで あ ろ う。
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注

1.今 回 の コ ー パ ス 調 査 で は 、 ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語(Schweizerhochdeutsch)の 用 例 を 主

に 考 察 す る 。ス イ ス ドイ ツ 語(Schweizerdeutsch)の チ ュ ー リ ヒ 方 言 で は 、本 来 、haben

とgebenの 不 定 詞 は そ れ ぞ れhaとgaで あ り 、85傭 はeshat、 θ5g伽 はesgit

と な る 。

2.UniversitatAugsburg,AtlaszurDeutschenAlltagssprache(AdA).http://www.atlas-

alltagssprache.de/runde-3/fO4c/(現 在 は 、UniversitatSalzburgに 本 拠 地 を 移 し て い る 。)

3.フ ラ ン ス 語 存 在 表 現 ∫Z四 は 、 日 本 語 で は 「持 つ 」 に 該 当 す る フ ラ ン ス 語 動 詞avoirを

用 い た 表 現 で あ る 。 こ のavoir(L砒habere)は 、 ゲ ル マ ン 語 のgebenと 根 源 的 に は 同

根 で あ る(正.ghabh-,ghebh-)。 そ れ に 対 し 、 ドイ ツ 語habenや 英 語have(正.kap-)は 、

本 来 「捕 ら え る 」 の 意 味 を 持 ち(L砒capere)、 フ ラ ン ス 語 のavoirと は 語 源 的 な 関 係

が な いPfeifer(1997:335,380)。 そ の た め 、∫1yπ と85加fと の 歴 史 的 な 関 連 性 に つ い て

は 、 言 語 接 触 の 可 能 性 な ど も 含 め て 慎 重 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。

4.ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語 の 用 例 は 、 コ ー パ ス の 中 のGraf,Roger.(1994):T撤8fμ74fθ

Eωfgた θ∫ムHonegger,Arthur.(1988):Do加 筋 ク朋8γ γ8∫zf吻朋 η肋f.Gloor,Kurt.(1971):D∫8

97伽8ηK勿4θ γ.か ら 抽 出 し た 。

5.ア ン ケ ー ト の 作 成 に は 、GrUnert8fβZ.(2008)を 参 考 に し た 。 母 語 話 者 の 観 点 か ら

BenjaminHensel,AnlaCollazo両 氏 か ら の ご 協 力 と 、 ま た ア ン ケ ー ト項 目 に つ い て は 、

坂 口 友 弥 氏 を は じ め 京 都 大 学 大 学 院 人 間 ・環 境 学 研 究 科 言 語 比 較 論 講 座 の 方 々 か ら 多 く

の ご 助 言 を 頂 い た 。

6.IDSMannheim,COSMASII内 の 用 例 に つ い て は 、以 下 の よ う に 各 情 報 媒 体 を 略 記 す る 。

BraunschweigerZeitung(BRZ),HannoverscheAllgemeine(HAZ),Handbuchl〈orpus

(HBK),HamburgerMorgenpost(HMP),Z廿rcherTagesanzeiger(ZHT).

7.BickelandLandolt(2012:83-84)に よ れ ば 「ドイ ツ で は 、 国 家 的 な 国 語 育 成 に よ っ て 、

フ ラ ン ス 語 か ら の 借 用 語 や 外 来 語 の 多 く は 、十 九 世 紀 か ら 二 十 世 紀 の 間 に ドイ ツ 語 化 さ

れ た 。 ス イ ス で は 、 こ う し た 『国 語 浄 化 』(Sprachpurismus)は 、 穏 健 的 に 行 わ れ た 。

今 日 ス イ ス 式 標 準 ドイ ツ 語 で 用 い ら れ て い る フ ラ ン ス 語 起 源 の 語 は 、初 期 に は ドイ ツ で

も 使 用 さ れ て い た が 、 今 で は 時 代 遅 れ に な っ て い る か 、 廃 れ て し ま っ て い る 。 ス イ ス は

四 言 語 併 用 の た め 、 フ ラ ン ス 語 か ら の 借 用 語 も 今 な お 存 在 し て お り 、特 別 に ス イ ス で 用

い られ る も の と な っ て い る 」 と い わ れ て い る 。 特 に 、 動 詞 だ け 列 挙 し て み て も 以 下 の よ

うな も の が あ る 。ex.affichieren(Hg.ankleben;Estick),couvertieren(Hg.ineinem

Briefumschlagstecken沼.putinanenvelope),fichieren(Hg.Uberlmdn.Informationen

sammelnundspeichern;E.gatherandsaveinformationaboutsomeone),flattieren(Hg.

schmeicheln芦E.flatter),sichfoutieren(Hg.sichnichtl〈 廿mmern:nottakecareof

something),kumulieren(Hg.sammeln,akkumulieren;E.cumulate),legiferieren(Hg,

Gesetzeerlassen;E.promulgatelaws),panaschieren(Hg.Kandidatennamen

verschiedenerParteienaufeinemWahlzettelmischen;E.votefordifferentcandidates
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inasameballotpaper),portieren(Hg.fUreineWahlvorschlagenundunterstUtzen;E.

nominate),pressieren(Hg.dringendsein;E.beurgent),redimensionieren(Hg.inder

Gr6sseeinschranken,kleinermachen;E.makesmall),rekurrieren(Hg.Berufung

einlegen,aufetw.zur廿ckgehen;E.referbacl〈tosomething).

8.ε5加fと θ5g伽 の 特 徴 に つ い て 、 存 在 の 「現 実 性 」 「仮 想 性 」 に 関 す る 議 論 は 、 京 都 大

学 大 学 院 人 間 ・環 境 学 研 究 科/日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員 の 木 本 幸 憲 氏 の ご 助 言 に 多 く

を 負 っ て い る 。

略 号 一 覧

ACCaCCuSative

DATdative

且English

Hg.HighGerman

lE.Indo-Europeanlanguages

L磁.Latin

PSTpast

PLplural

SGsingular

SBIVSublunctive

llstperson

22ndperson

33rdperson
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Dimensionsof85肋'and8591玩impersonalexistentialsinSwissHighGerman

YutaDaigi

Thisresearchaimstoclarifythesemanticandpragmaticusesofimpersonalexistentialsin

SwissHighGerman,especially85傭and85g乃f+[accusativenominal】(Eng.が 加50rが

gfη85+[acc.】)existentials.InSection2,thesignificanceoftheresearchontheimpersonal

existentialsinSwissHighGermanisdiscussed.InSection3,thevariousexamplesofthe

impersonalexistentialsfromthecorpora(COSMASII,CHTK,etc.)areexaminedinterms

ofadverbialsandaccusativenominals.InSection4,thedistinctionoftheusesbetweenε5

肋'andθ5gf玩existentialsisconsideredthroughthequestionnairecarriedoutinZurich,

Switzerland.Section5discussestheresultsoftheexaminationofexamplesfromthe

corporaandconsidersthedifferentpragmaticuseof85肋'and85g∫ わfexistentials.As

Daigi(2013)shows,basedonTogo(2012),Kinsui(2006)andDik(1980),thetwomajor

typesofexistentialsinHighGermanwererecognized;"spatiotemporalexistentialslland

"newinformation -introductoryexistentials ."Inthediscourse,thefunctionoftheformer

(i.e.spatiotemporalexistentials)istoshareacertainexistentialpresupPositionbetween

thespeal〈erandhearer(reference),andthentoexplainitsexistentialmanner(predication).

Incontrast,thefunctionofthelatter(i.e.newinformation-introductoryexistentials)isto

introducenewinformationtothediscourse.Thistypeofexistentialdoesnothavea

functionofreferencetoindicateacertainentitythatboththespeakerandthehearer

recognize,andthereforedoesnothaveafunctionofpredicationtodescribesuchanentity.

Inthispaper,Iattempttoputforwardanewclassificationofθ5加fandθ5g伽impersonal

existentialsinSwissHighGerman.


